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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　均一なプリント媒体の基板上に模倣した質感を提供する方法であって、
　３次元の質感を２次元画像として前記プリント媒体の基板に表現するための２次元画像
を受け取るステップと、
　前記２次元画像の各画素における前記３次元の質感を表現する明暗の度合いに対応する
前記２次元画像の影及び濃淡を表す輝度値を抽出するステップと、
　１次画像の薄い濃度でカバーされた部分と濃い濃度でカバーされた部分とを判定するス
テップと、
　各画素のための濃度及び輝度の情報を含みかつ認識された質感で前記２次元画像を描写
するためのプリント命令を生成するステップと、
　前記１次画像の前記薄い濃度でカバーされた部分のために、前記輝度値に基づいて、カ
ラートナーの選択された部分に、前記カラートナーの第１の層を塗布しかつクリアトナー
の第２の層を重ねるステップと、
　前記１次画像の前記濃い濃度でカバーされた部分のために、前記輝度値に基づいて、ス
クリーン角度を異ならせて前記カラートナーを塗布するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記１次画像の薄い濃度でカバーされた部分と前記濃い濃度でカバーされた部分とを判
定する前記ステップは、
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　前記１次画像の画素毎にトナー濃度の値を判定するステップと、
　前記トナー濃度の値を閾値と比較するステップと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、実質的に均一なプリント媒体の基板に認識可能な質感を提供する方法及び装
置に関する。より詳細には、１次画像の薄い濃度でカバーされた部分にクリアトナーを塗
布する部品及び１次画像の濃い濃度でカバーされた部分を塗布する部品を用いて１次画像
のプリント上に質感のある様相を提供する。
【背景技術】
【０００２】
　質感のある基板とは、凸部からなる認識できる３次元の形状を有するプリント媒体のこ
とである。均一なプリント媒体の基板上に認識可能な質感を提供するあるアプローチでは
、凹部に対して浮き上がることを所望される１次画像のプリントの部分の上にクリアトナ
ーの層を塗布する。別のアプローチでは、様々なスクリーン角度で１次画像のプリントを
描写する。凸部と凹部の間の光沢の違いにより、均一な基板の上に認識可能な質感が提供
される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、所望のグロスマークの描写では、目に見える色や濃度を変更することなく１次
画像を変化させることができるハーフトーン構造だけにしか効果がない。非常に薄い濃度
領域では、光沢の違いによる効果が最小となり、したがってカラートナーが少ないために
あらゆる所望される認識可能な質感が目に見えなくなる。完全飽和領域で、ナーに完全に
カバーされることが必要である。異方性のあるハーフトーンのドットの光沢の構造が失わ
れ、それに伴って認識可能な質感も失われる。濃い濃度でカバーされた領域及び薄い濃度
でカバーされた領域で光沢の違いを際立たせる一方法では、クリアトナーを塗布すること
に加え、ハーフトーンスクリーンの異方性の１つを選択する。このアプローチに関する１
つの問題は、質感の要素を示す情報の付加的な層が考慮に入れていないことである。した
がって、１次画像の描写法に関わらず出力画像全体にわたって認識可能な質感を同じよう
に識別可能にするために、１次画像の色に対応する薄い濃度のトナーでカバーされた部分
と、質感のある画像の影の度合い（即ち、凸凹の度合い）に対応する薄い濃度のトナーで
カバーされた部分と、を識別するシステムが必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、均一なプリント媒体の基板上に模倣した質感を提供する方法であって、デジ
タルフロントエンド（ＤＦＥ）への入力データとして一次画像を受け取るステップと、認
識可能な均一でない質感を出力画像の上に描写するための質感のある画像データを受け取
るステップと、上記１次画像入力データを用いて、薄い濃度でカバーされた部分と、濃い
濃度でカバーされた部分と、を判定するステップと、クリアトナーを上記薄い濃度でカバ
ーされた部分に塗布するステップと、様々な異方性構造でカラートナーを上記濃い濃度で
カバーされた部分に塗布するステップと、を含む方法を提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、１次画像から得られた認識可能な質感の画像の構造と、質感のある画像
の描写を示す説明図である。
【図２】図２は、均一な基板の上に認識可能な質感の様相を生成するシステムのブロック
図である。
【図３】図３は、方法全般を示すフローチャートである。
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【図４】図４は、１次画像内の濃い濃度でカバーされた部分と、薄い濃度でカバーされた
部分を判定する方法を示すフローチャートである。
【図５】図５は、オリジナルの質感のある画像で触覚効果を提供する凸部と凹部を判定す
る方法を示すフローチャートである。
【図６】図６は、ハードコピーの出力上で認識可能な質感を提供するためのフローチャー
トである。
【図７】図７は、電子形式に変換された、オリジナルの３次元の質感のある基板の際立た
せた質感を示す説明図である。
【図８】図８は、オリジナルの質感のある画像として提供することのできる模様の例を示
す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本出願は、入力画像の異なる濃度のカバーレベルに対応する通常は均一な基板への複数
の描写工過程を用いて認識可能な質感を生成することに関する。第１の工程では、プリン
ト画像の部分の上にクリアトナーの層を塗布する。第２の描写工程では、異なる光沢の特
性に基づくＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）技術、を用いて、プリント画像の第２の部分を提
供する。この技術により、画像の異なる部分に関する透明な光沢層と、異なる光沢特性と
を用いて認識可能な質感のある様相を作り出す。基板がある角度で保持されると、凸部と
凹部の質感を模倣して、プリント画像の部分を別の部分から識別できるようになる。本開
示は、異なる種類のトナーを用いて、ほとんど質感の無い基板の上に認識可能な質感を形
成する方法及び装置に関する。
【０００７】
　質感とは３次元形状のことを指す。認識可能な質感のある基板は、実質的に３次元の様
相を与えられた２次元の材料である。選択したパイルの高さに基づいて実際の３次元形状
を材料に与えることができる。本開示による認識可能な質感画像１００を作成する様子を
図１に示す。１次画像１０２及びオリジナルの質感１０４を描写してそれらを結合して、
認識可能な質感画像１００のプリント出力を提供するためのプリント命令１０６を形成す
る。１次画像１０２には、最前面に絵の家１０８が描かれ、この家１０８の後方に絵のガ
レージ１１０が描かれている。この画像には、テキスト又はその他の情報を含むことがで
きる。画像お互いに関連のある全ての特定種類の画像又は構成に制限されることはない。
【０００８】
　第１の構造１０８は、第１のトナーの濃度のレベルを有する色の付いたトナー等の第１
の顔料で描写された第１の色である。第２の構造１１０は、第１のトナーの濃度のレベル
と異なる第２のトナーの濃度レベルを有する第２の顔料で描写されている。拡大図は、互
いに関連するハーフトーンのドットが配置された異なる濃度を有するトナー濃度のレベル
１１２、１１４を示す。
【０００９】
　図１では、オリジナルの質感のある画像１０４が連続するレンガのパターンとして示さ
れているが、パターンの種類に関して制限はない。オリジナルの質感のある画像１０４は
、モルタル部１１８に対する（立体の）レンガ部１１６を含む３次元形状のパターンであ
る。プリント命令１０６を生成する目的のために、レンガ部１１６は凸部として、モルタ
ル部１１８は凹部として判定さえる。
【００１０】
　プリント命令は文書を作成するために形成される。認識可能なレンガ部及びモルタル部
１１６、１１８を供給するために選択された描写処理が用いられる。第１の描写工程は１
次画像１０２の濃いトナーでカバーされた部分１１２（及びそれに伴って第１の構造の描
写）に関して用いられ、第２の描写工程は１次画像１０２の薄い濃度のトナーでカバーさ
れた部分１１４（及びそれに伴って第２の構造）に関して用いられる。
【００１１】
　濃いトナーでカバーされた部分１１２に関して、ほとんど均一な基板１２０の上にＧｌ
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ｏｓｓｍａｒｋ（商標）の質感のある画像として第１の認識可能な質感構造１０８’が描
写される。このＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）の質感のある画像として第１の認識可能な質
感構造１０８’はハーフトーンのスクリーンにより実現することができる。薄い濃度でカ
バーされた部分１１４に関して、少なくとも１つのクリアトナーの層を用いて第２の認識
可能な質感構造１１０’が、基板１２０の上に描写される。
【００１２】
　より詳細には、ハーフトーンのパッチワークにより第１の認識可能な質感構造１０８’
内で第１の認識可能な凹のモルタル部１１８ａに対して第１の認識可能な凸のレンガ部１
１６ａを生成する。第１のスクリーンを用いて１次元の第１の認識可能な凸のレンガ部１
１６ａを第１の構造１０８内にスクリーニングし、第２のハーフトーンスクリーンを用い
て第１の認識可能な凹のモルタル部１１８ａを異なる光沢のパターンで第１の構造画像１
１０でスクリーニングすることにより、１次画像１０２の第１の構造１０８と質感のある
画像１０４とを組み合わせる。結果として第１の認識可能な質感構造１０８’は、基板１
２０上に描写された２つのスクリーンにより生成された回転異方性の構造のパッチワーク
となる。一方で例示された第１の描写の実施形態では、ハーフトーン構造に関して説明さ
れ、２つより多くの回転異方性の構造を用いることができる。
【００１３】
　第２の認識可能な質感構造１１０’内で第２の認識可能な凹のモルタル部１１８ｂに対
して第２の認識可能な凸レンガ部分１１６ｂを生成ために別の描写工程を用いる。第２の
認識可能な質感構造１１０’の画像を提供するために、カラートナーの第１の層を基板の
上に描写する。この第１の層は、第２の認識可能な凹部１１８ｂに対応する。次いで、第
２のクリアトナーの層を第１のカラートナーの層（１１６のファントムで図示する）の上
に、オリジナルの質感画像１０４内の凸レンガ部１１６ｂに対応した画素数で描写する。
第２のクリアトナーの層により第２の認識可能な凸レンガ部１１６が提供される。クリア
トナーのカラートナーとは異なる反射特性のために、第２の認識可能な凸レンガ部１１６
ｂは、第２の認識可能な凹モルタル部分１１８ｂに対して識別可能である。
【００１４】
　プリント命令に関する画像データを形成する。ファイルを作成する同一の画像形成装置
又は異なる画像形成装置により描写するので、命令１０６をデジタル画像データファイル
として格納することができる。
【００１５】
　「ソフトウェア」という用語は、コンピュータ又はその他のデジタルシステムを設定し
てそのソフトウェアの目的とする作業を実行するために、コンピュータ又はその他のデジ
タルシステムによって実行可能な全ての命令の集まり、又は一連の命令という意味を包含
することを意図する。「ソフトウェア」という用語には、ＲＡＭ、ハードディスク、光デ
ィスク等の記憶媒体に格納された、そのような命令という意味も包含することを意図し、
ＲＯＭ等に格納されたソフトウェアである、いわゆる「ファームウェア」という意味も包
含することを意図する。これらのソフトウェアは様々な方法でまとめることができ、ライ
ブラリとしてまとめられたソフトウェア構成要素、遠隔サーバ等に格納されたインターネ
ットベースのプログラム、ソースコード、解釈コード、オブジェクトコード、直接実行コ
ード等が含まれ得る。ソフトウェアはシステムレベルのコードを起動することができ、若
しくはサーバ又は他の場所に駐在する別のソフトウェアを呼び出して特定の機能を実行さ
せることができる。
【００１６】
　図３～図６に示す方法は、コンピュータ上で実行可能なコンピュータプログラム製品内
で実装することができる。コンピュータプログラム製品には、ディスク、ハードドライバ
等の制御プログラムを記録する持続性コンピュータ可読記録媒体を含まれ得る。持続性コ
ンピュータ可読媒体の一般的な形態としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディスク
、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テープ、又はその他の磁気記憶媒体と、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、又はその他の光媒体と、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＦＬＡ
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ＳＨ－ＥＰＲＯＭ、又はその他のメモリチップ又はカートリッジと、若しくはその他のコ
ンピュータがデータを読取り使用可能な全ての有形的表現媒体が含まれる。
【００１７】
　あるいは、電波通信及び赤外線データ通信の間に生成される音波又は光波等の通信媒体
を用いるデータ信号として制御プログラムを具体化する伝送可能な搬送波等の一時的な媒
体内に、この方法を実装することも可能である。
【００１８】
　コンピュータシステム２００を図２に示す。このコンピュータシステム２００は、デス
クトップ、ラップトップ、パームトップコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、サーバ
ーコンピュータ、携帯電話、ページャ、又は例示的な方法を行うための命令を実行できる
その他のコンピュータ装置等のＰＣでよい。コンピュータシステム２００はネットワーク
に接続した画像形成装置内で実行することが可能であるが、このコンピュータシステム２
００は、サーバやネットワークと接続するコンピュータ等のネットワーク上のどこに位置
するとも考えることができ、若しくは画像形成装置が接続するネットワークを介して配信
される、あるいはネットワークにアクセス可能も考えることができる。ネットワークのイ
ンターフェースにより、コンピュータはその他の装置とローカル・エリア・ネットワーク
（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、即ちインターネット等のコンピ
ュータネットワークを通じて通信することができ、変調器／復調器（モデム）を備えるこ
とができる。
【００１９】
　例示のコンピュータシステム２００は、少なくとも１つの画像形成装置の構成要素とし
て形成される制御装置２０２を含み、この制御装置がプリントの基板の上に認識可能な質
感を形成する少なくとも１つのマーキング（又はプリント）エンジンを制御する。あるい
は、この制御装置２０２は、画像形成装置と接続する遠隔装置を分離して含むこともでき
る。プリントエンジンでさらにプリント処理を行うために制御装置２０２から命令データ
を出力させることができる。制御装置２０２はプロセッサ２０４を含み、このプロセッサ
２０４が、プロセッサ２０４と接続するメモリ２０６内に格納された実行命令を行うこと
により、コンピュータシステム２００の動作全般を制御する。コンピュータシステム２０
０は、ネットワークインターフェース及びユーザ入力・出力インターフェース２０８も含
む。Ｉ／Ｏインターフェース２０８は、情報をユーザに表示する１つ以上のディスプレイ
及び命令を入力するためのキーボード又はタッチスクリーンもしくは書き込み可能なスク
リーン等のユーザ入力装置、及び／又はユーザ入力情報及び選択したコマンドをプロセッ
サに入力するためのマウス、トラックボウル等のカーソル制御装置でよい。コンピュータ
２００の種々の構成要素を、全てバス２１０によって接続することができる。プロセッサ
２０４は、図３～図６に説明される方法を行うための命令を実行する。
【００２０】
　電子的に質感を与えられるオリジナルの画像データは、メモリ２０６内に含まれた命令
に従ってプロセッサ２０４により処理される。メモリ２０６は、質感を識別する構成要素
２１２、濃淡レベルを識別する構成要素２１４、及びプリント命令を生成する構成要素２
１６を格納する。構成要素２１２は、オリジナルの３次元質感の表現から質感のある領域
を表示する画素セルを識別し、構成要素２１４が濃い濃度のレベルでカバーされた部分及
び／又は薄い濃度のレベルでカバーされた部分を含む１次画像の部分を識別し、トナーを
描写する工程を出力画像の各画素セルに割り当てる。これらの構成要素２１２～２１６を
後程、この方法を参照して説明する。このデータは種々の構成要素による処理を経てプリ
ント命令が生成され、データメモリ２１８に格納される。
【００２１】
　メモリ２０６は、例示的な方法及び処理データを実行するための命令を格納する。メモ
リ２０６は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、リード・オンリー・メモリ（ＲＯ
Ｍ）、磁気ディスク又は磁気テープ、光ディスク、フラッシュメモリ、又はホログラムメ
モリ等のあらゆる種類の有形のコンピュータ可読媒体でよい。一実施形態では、メモリ２
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０６はランダム・アクセス・メモリとリード・オンリー・メモリを組み合わせて含む。い
くつかの実施形態では、プロセッサ２０４及びメモリ２０６を単一のチップに組み合わせ
ることもできる。
【００２２】
　質感の表現をコンピュータシステム２００人力するためのオリジナルの質感のある画像
の供給源２２０に接続するコンピュータシステム２００をさらに図２に示す。この質感の
ある画像の供給源２２０には、スキャナ、カメラ、表面形状測定装置等の画像取込装置が
含まれ得、これらの画像読取により、オリジナルの３次元画像２２２が２次元の電子形式
に変換される。１次画像供給源２２４も１次画像２２６を電子形式に変換して入力するた
めにコンピュータに接続する。１次画像供給源２２４は、オリジナルの画像供給源２２０
としてスキャナ、コンピュータ等の同じ画像読取装置又は分離した画像取込装置を含むこ
とができる。オリジナルの質感及び１次画像供給源２２０、２２４は、プロセッサ２０４
及びメモリ２０６を含む制御装置２０２と通信する。
【００２３】
　別の実施形態では、オリジナルの質感及び１次画像の表現２２２、２２６をワークステ
ーション、データベース、メディスク等のメモリ記憶装置等の、あらゆる好適な画像供給
源２２０、２２４から入力することができる。各入力デジタル画像は、一般に画像を形成
する画素の配列に関する画像データを含む。画像データは、一連の色分類ごとにＬ＊ａ＊

ｂ又はＲＧＢ等のグレースケール値等の色彩値を含むことができる、又は異なる色を表現
できる別の色空間で表現され得る。一般に、「グレースケール」とはあらゆる単一画像デ
ータチャネルの光学的な濃度値のことを指すが、自由な形で表現される、（例えば、Ｌ＊

ａ＊ｂ、ＲＧＢ、ＹＣｂＣｒ、等）。画像は写真、ビデオ画像、テキスト、及び／又は絵
を伴う写真を含む組合せ画像等でよい。これらの画像をＪＰＥＧ、ＧＩＦ、ＪＢＩＧ、Ｂ
ＭＰ、ＴＩＦＦ又はその他の一般的な画像に関して使用されるファイルフォーマットの形
態で受信することができ、処理する前にＣＭＹＫの色彩値等の別のフォーマットに変換す
ることができる。処理中に質感オリジナルの画像の入力データをデータメモリに格納する
ことが可能である。
【００２４】
　本明細書で使用される画像形成装置には、レーザプリンタ、製本機、又は複写機能及び
／又はファクシミリ機能及びプリント機能を有する複合機等の、画像をプリント媒体に描
写するあらゆる装置を含まれ得る。画像形成装置はマーキングエンジン２２８を含む。色
の付いたトナーを塗布するカートリッジ等の部品２３０が、マーキングエンジン２２８を
通過する基板にカラートナーを供給して塗布する。クリアトナーを塗布するカートリッジ
等の部品２３２は、マーキングエンジン２２８又は子と夏マーキングエンジンを通過する
基板にクリアトナーを供給して塗布する。マーキングエンジン２２８は、電子写真処理に
よる所望の画像の生成で用いる複数のハードウェアの構成部品を含む。
【００２５】
　一連の動作又は事象という形態でこの方法を下記に説明及び記述するが、本開示の種々
の方法又は工程は、これらの動作又は事象を説明する順序に限定されないことは言うまで
もない。いくつかの動作又は、事象を異なる順序で行うことができ、及び／又は本明細書
で説明及び記述したものと異なる動作又は事象と同時に行うことが可能である。処理を実
行するために必ずしも全ての工程が必要なわけではなく、１つ以上のこのような動作を組
み合わせてもよい。
【００２６】
　認識可能な質感の出力を生成する方法を図３に示す。この方法はＳ３００でスタートす
る。Ｓ３０２で、オリジナルの質感のある画像入力装置から質感表現をＤＦＥで受け取る
。例えば、触覚効果を基板に適用する３次元形状を有する均一でない基板を走査して、入
力データを提供する。スキャナが、質感の表現を基板の２次元の複写に関する表現として
受信する。質感の表現を受信する別の例示的な方法として、表面形状測定装置から測定値
を受信するもの、質感の表現をコンピュータライブラリから受信するもの、質感の表現を
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アプリケーションでユーザのデザインを通して生成するもの、及び／又は媒体で搬送され
た電子データを受信するものがある。Ｓ３０２に戻って、３次元形状の基板上の２次元の
電子複写には暗部及び影が含まれ、基板に現れる異なる度合いの様相が示される。Ｓ３０
４でＤＦＥが質感に関する命令のデータを生成する。質感に関する命令のデータには、暗
部及び影を示す画素値が含まれる。質感に関する命令のデータには、画素ごとのグレース
ケール値が含まれ得る。明るい影はオリジナルの基板の凹部を表し、白で最も低い凹部を
表すことができる。グレーから黒の暗い影は凸部を表し、暗さの度合いが凹部に対する凸
部の様相の度合いを表現する。Ｓ３０６で、質感に関する命令データを用いて質感を判定
する。画素値の質感に関する命令のデータを用いて凸部と凹部を判定する。
【００２７】
　方法は、Ｓ３０８で１次画像のデータを受信して継続する。１次画像データを１次画像
の入力装置からシステムに供給することができる。１次画像を走査し、電子形式のＤＦＥ
で受信することができる、又は媒体に載って搬送される電子形式で受信することもできる
。あるいは、１次画像は、アプリケーションを用いて作成、ネットワークからダウンロー
ド、あるいはあらゆる従来の方法により受信することができる。Ｓ３１０で１次画像の表
現をラスタデータに変換して１次画像データを生成する。この画像データには、画素ごと
のＣＭＹＫの値等の画素ごとの色情報が含まれる。データをあらゆる形式で受信しＣＭＹ
Ｋ形式に変換することができる。方法は、Ｓ３１２で１次画像データを用いて１次画像の
トナー濃度を判定する。１次画像において濃い濃度のトナーでカバーされた部分を薄い濃
度のトナーでカバーされた部分から識別できる。濃いトナーのカバー値（即ち、濃度）又
は薄いトナーのカバー値で各画素を識別する。
【００２８】
　システムは、次にＳ３１４でプリント命令を生成して２次元のプリント媒体の基板の上
に目に見える認識可能な質感を有する１次画像のハードコピーの出力を提供する。出力画
像の各画素には、質感に対応する第１の属性及びトナー濃度のレベルに対応する第２の属
性が割り当てられる。１次画像データの画素を変更して、質感の属性を示すタグを持たせ
る。少なくとも１次画像を描写する画素ごとの座標情報を用いて、出力画像を描写する画
素に関する座標情報を割り当てることができる。
【００２９】
　描写工程をＳ３１６でプリント命令の各画素に割り当てる。第１の描写工程を選択画素
に割り当てて、出力画像の薄い濃度でカバーされた部分の認識可能な質感を描写し、第２
の描写工程を選択画素に割り当てて、出力画像の濃い濃度でカバーされた部分の認識可能
な質感を描写する。第１の描写工程及び第２の描写工程の割り当ては、質感の属性及びト
ナー濃度の属性に基づく。Ｓ３１８で方法は終了する。
【００３０】
　図３のＳ３１２で議論したトナーでカバーされた部分を判定する方法を図４に示す。こ
の方法はＳ４００でスタートする。Ｓ４０２で電子形式の１次画像を受け取る。１次画像
は、画像表現第１の形式又はＲＧＢ、ＣＭＹＫ、ＣＩＥＬＡＢ、ＣＩＥＸＹＺ、又はその
他のあらゆる色空間等で表示される色空間として受け取られる。１次画像の表現の入力に
関する形式に対しては特に制限はない。Ｓ４０４で入力した１次画像表現を所望のプリン
ト形式に変換する。例えば、画像をラスタ変換してＣＭＹＫプリント形式（即ち、色空間
）の画像データを生成する。
【００３１】
　Ｓ４０６で画像データを用いて画素ごとに濃度レベルを決定する。一実施形態では、Ｓ
４０８でＣＭＹＫ形式の入力データを含んで、画像データの画素ごとに明度を判定する。
Ｓ４１０で、この明度を用いて画素ごとのトナー濃度のレベル（及び／又は値）を計算す
る。別の実施形態では、この明度を探索テーブル（ＬＵＴ）に適用する入力値として用い
ることができ、この探索テーブルからトナー濃度の値を出力する。別の実施形態では、こ
の明度をトナー濃度の値及び／又はレベルを出力するためのプログラムされたアルゴリズ
ムへの入力値として用いることができる。さらにＬＵＴを適用して濃度の値及び／又はレ
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ベルを決定し、Ｓ４０４で入力された色空間から、出力される色空間への変換を一度に行
うことも、いくつかの実施形態において予期できる。
【００３２】
　一実施形態では、Ｓ４１２で画像データの画素ごとに輝度の値を決定する。輝度値を用
いてＳ４１４で画素ごとのトナー濃度のレベルを計算する。一実施形態では、ＬＵＴに適
用する入力値として輝度の値を用いることができ、このＬＵＴからトナー濃度の値が出力
される。入力変数として輝度の値を用いるアルゴリズムからトナーの濃度の値を出力する
ことができることもさらに予期される。
【００３３】
　この判定された濃度の値をＳ４１６で所定の閾値と比較する。この閾値は、カラートナ
ーを均一なプリント媒体基板に描写したときに、弱められた異なる光沢の影響を示す濃度
レベルである。これらの１次画像の薄い濃度領域内で認識可能な質感を削減及び／又は削
除するために、この閾値を用いてこの１次画像の薄い濃度領域を識別することが可能であ
る。Ｓ４１８で閾値に合えば各画素は濃い濃度であると識別され、閾値に合わなければ薄
い濃度でると識別されて、１次画像の濃い濃度の部分と薄い濃度の部分を識別する。Ｓ４
２０で方法は終了する。
【００３４】
　図３のＳ３０２で受け取った質感のある画像の凸部と凹部と判定する方法を図５に示す
。この方法はＳ５００でスタートする。電子形式のオリジナルの質感のある画像をＳ５０
２で受け取る。
【００３５】
　別の方法として、オリジナルの基板を走査することができる。表面形状測定装置により
オリジナルの質感のある基板の表面部分の凹凸を測定することができる。この測定値を用
いて粗度等の定量化した変数を生成することができる。別の例では、コンピュータグラフ
ィックの既存の技術を用いて質感を数学的に生成する。この質感をモニタ上に映し出し基
板の上に文書作成及び／又は陰影付け及び可視効果を行うために活用することができる。
プラグインすることで、グラフィックライブラリを組み込む及び／又は使用することがで
きる。例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）、Ｍａｃ、又はＬｉｎｕｘ（登録商標）等の
特定なオペレーティングシステムに組み込まれたＯｐｅｎＧＬ又はＤｉｒｅｃｔＸを用い
てオンラインライブラリにアクセスすることができる。コンピュータグラフィックのアル
ゴリズムを適用して質感を同期させて付加的なリアル感、又はその他の可視効果を提供す
ることができる。上記の一覧は単に例として示しただけで、これらには限定されない。し
たがって、画像を処理するアルゴリズムを受け取った質感のある画像を適用して認識可能
な質感の量をデジタル的に制御して均一なプリントを媒体上にプリントすることができる
。
【００３６】
　さらに別の実施形態では、ユーザのデザインにより質感の表現を生成することができる
。例えば、ユーザにより作られた、等間隔に並べられたダイヤモンドのパターンを図８に
示す。ユーザは、別々の度合いの影を入力して目標レベルの様相を描写することができる
。あるいは、装置に入れられた基板の種類に基づいて、システムが自動的に質感の描写を
決定することができる。
【００３７】
　さらに、電子データを媒体ディスク、フラッシュドライブ、ＺＩＰドライブを用いるシ
ステムに提供／転送することもできる。
【００３８】
　引き続いて図５を参照すると、Ｓ５０４でオリジナルの質感のある画像データを選択的
に処理して、様々な質感（及び／又は質感のある領域）を識別するまでメモリに格納する
ことができる。（受け取った）ユーザからの選択又は認識可能な質感の表現を生成するた
めの命令により、質感を識別する構成要素（即ち、後程議論するあらゆる構成要素）の処
理を開始することができる。プリントのプレビュー又はプリントのコマンドオプションの
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ためのアプリケーションの選択、若しくは「質感生成」のアプリケーションに関してユー
ザから受け取った選択により、この命令を開始することができ、この「質感生成」のアプ
リケーションはプログラム内の質感のある画像の表現を変更するために用いられるプラッ
トフォームを用いて利用可能である。
【００３９】
　裸眼では見ることのできないほど微小な、均一でない領域を含むオリジナルの質感のあ
る基板も存在する。各質感を模倣するために、Ｓ５０６でオリジナルの画像を際立たす及
び／又は拡張して凹部及び／又は凸部を裸眼で見ることができるようにする。電子形式に
変換された３次元の質感のある基板の際立った質感を図７に示す。
【００４０】
　次にプロセッサはオリジナルの３次元の質感のある基板の凸領域と凹領域の間を区別す
るために異なる（輝度）値を抽出する。これらの領域は、画像画素値とＬ＊ａ＊ｂ色空間
等の好適な色空間をマッピングすることにより、Ｓ５０８で識別される。際立たせた画像
の各画素を８ビットスケールの０から２５５までの間の画素の輝度Ｌを示す単一の数字で
表すことができる（Ｓ５１０）。ＬＵＴ、演算又はその他の既知の方法を用いて色チャネ
ルをＬ＊ａ＊ｂ色空間にマップ化することができる。値ゼロ（０）は黒の画素に割り当て
られ、値２５５は白の画素に割り当てられ、この間の全ての値が異なるグレーの影を表す
。先に記載した通りグレーの影はオリジナルの質感のある基板の凸部の様々な高さに対応
する。
【００４１】
　さらなるステージで、電子形式に変換されるときオリジナルの質感の表現が過大又は過
小にならないようにＳ５１２で操作を行って制御際立たせる度合い選択的に制御すること
ができる。選択的に際立たせる構成要素を用いて輝度の範囲を制御して、均一な基板に適
用する認識可能な質感を際立たせることができる。この際立たせる度合いを制御するため
に、Ｓ５１０で輝度の値を判定した後、Ｓ５１４で、その最大値及び最小値を識別するこ
とができる。Ｓ５１６で最大値と最小値の間の差を計算して部分的なダイナミックレンジ
を生成する。次いで、このダイナミックレンジを完全なダイナミックレンジに改善するこ
とができる。より詳細には、この際立たせる度合いを完全なダイナミックレンジほど強く
ない選択されたサブレンジに限定することができる（Ｓ５１８）。Ｓ５２０で、サブレン
ジ内で変更された輝度の値は各画素セルに割り当てられる。ある実施例では、画素値を完
全なレンジのほぼ２分の１であるサブレンジに限定することができる。この機能により模
倣した質感の出力がどのように現れるかに関する付加的な制御が可能になる。より詳細に
は、画素をサブレンジに限定することで、実際の質感にほとんど類似した認識可能な質感
を得ることができる。この方法は、オリジナルの質感等のダイナミックレンジを、０～２
５５の完全なダイナミックレンジまで拡張する「Ｓ字曲線」でコントラストを際立たせる
アルゴリズムを用いることができる。
【００４２】
　引き続いて図５を参照すると、Ｓ５０６のマップ化から得られた判定された輝度の値及
び／又はＳ５１２で選択して際立させた輝度の値をＳ５２２で所定の閾値と比較する。こ
の閾値は、クリアトナー又はカラートナーを均一なプリント媒体の基板の上に描写すると
き弱められた又は識別可能な様相より小さい様相を表示する値である。これらの領域内で
認識可能な質感を削減及び／又は削除されないようにこの閾値を用いて質感のある画像の
高い輝度の領域と、低い輝度の領域とを識別することができる。閾値に合う場合、各画素
は閾値に合えば凸部と、閾値に合わない場合、凹部とＳ５２４で識別される。この方法は
Ｓ５２６で終了する。
【００４３】
　認識可能な質感画像をほぼ均一なプリント媒体の基板の上に描写する方法を図６に示す
。詳細には、この画像は１次画像の形状、境界、及び色のある画像として規定されるが、
その画像の選択された部分は認識可能な質感で満たされていない。この方法はＳ６００で
スタートする。Ｓ６０２で各画素セルに割り当てられる濃度の属性を判定する。Ｓ６０４
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の第１の描写工程を通して出力画像の薄い濃度でカバーされた部分が提供される。画像は
、Ｓ６０６でカラートナーの層を用いて描写される。出力画像の薄い濃度のトナーでカバ
ーされた部分は、オリジナルの１次画像と同じようにカラートナーで描写される。薄い濃
度のトナーでカバーされた部分に関して用いられた描写工程により、凸部に関してのみ処
理層が提供され、したがって、凸部は第１のカラートナー層に対して識別可能になるため
、この層が塗布される。Ｓ６０８で画素に関する質感の属性が決定される。凹部に含まれ
ていると識別する質感の属性が画素に割り当てられている場合、方法はＳ６１０で終了す
る。しかし、凸部内に含まれていると識別する質感の属性が画素セルに割り当てられてい
る場合、トナーの第２の層がＳ６０６で描写された第１の層の上に重ねられる。クリアト
ナーの層がカラートナーの層の上にＳ６１２で重ねられる。基板上の凹部に対して凸部の
目に見える様相を呈する基板の上に塗布されると、トナーは少し色合いを増す可能性があ
る。クリアトナーも光沢のある様相を提供することができる。クリアトナーを塗布する部
品を用いて質感のある凸部及び凹部を描写する技術が、米国特許第１２／９１３，２２６
号等に記載されおり、これを引用することによって本明細書に組み込む。
【００４４】
　溝のある、あるいは所与の３次元形状を有する質感のある基板等の質感の様相がクリア
トナーにより模倣される。クリアトナーを選択的に異なるハーフトーンの値で基板に塗布
して選択する光沢又は色合いの度合い実現することができる。光沢又は色合いの度合いは
、凸部と凹部により作られる３次元の質感のある基板の暗部及び／又は影に対応する。別
の実施形態では、選択したパイルの高さを実現するために、基板を画像形成装置内で数回
のパスに晒す。パイルの高さは、パスごとに１００％のハーフトーン値を与えることで実
現することができる。装置を通したパスの数Ｎにより、１００Ｎ％のパイルの高さとなる
。触れると異なる触覚を感じられるように、様々なパイルの高さを基板の異なる表面部分
に用いることができる。プリントドライバによって提案されたオプションに対するユーザ
の選択を受け取り、それに基づいてパイルの高さを決定することができる。あるいは、メ
モリに格納されたプログラムされたテキストパターンに基づいてパイルの高さを決定する
ことができる。異なる量のクリアトナーを基板（出力画像の薄い濃度でカバーされた領域
の凸部）に塗布して、選択領域で様々な高さを作り、オリジナルの均一な基板表面で凹部
を画定する。質感の実際の触覚感覚を得ることができる。
【００４５】
　引き続いて図６を参照すると、Ｓ６１４で出力画像の濃い濃度でカバーされた部分を、
第２の描写工程により処理する。第２の描写工程は、Ｓ６１６で質感の属性を決定するこ
とでスタートする。各画素セルに割り当てられたハーフトーンのドットの方向は、オリジ
ナルの質感のある画像の凹部又は凸部のどちらにその画素セルが含まれているかを示す。
画像データを平坦化して０及び１のデータで表示にする。一実施形態では、例えば、図５
のＳ５０８でマップ化すること及び／又はＳ５１２で選択的に際立たせることで得られた
輝度の値を使用する。第１のサブレンジに含まれる輝度の値に「０」の値を割り当て、第
２のサブレンジに含まれる輝度値に「１」の値を割り当てることができる。例えば、第１
のサブレンジは、輝度の値に関する下の半分の範囲（例えば、０～１２７）を表すことが
できる。したがって、ゼロ（即ち、第１のサブレンジ）は、認識可能な質感の凹部を表す
ことができ、走査されたオリジナルの質感のある基板の暗いグレーの影として現れる。「
１」（即ち、第２のサブレンジ）は、輝度の値の上半分（例えば、１２８～２５５）を表
すことができる。したがって、例えば、第２のサブレンジは認識可能な質感の凸部を表す
ことができ、走査されたオリジナルの質感のある基板の明るいグレーの影として現れる。
【００４６】
　次いで、この「０」と「１」のパターンを用いて、複数のハーフトーン異方性構造の方
向をトグルスイッチで切り替える。より詳細には、第１のスクリーンタイプのハーフトー
ン（凹部に関する）と第２のスクリーンタイプのハーフトーン（凸部に関する）との間に
マルチプレクサのトグルスイッチを設けて、ラスタ入力処理された（ＲＩＰ）画像データ
の合成物を作成してマーキングエンジンで描写する。
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【００４７】
　ＣＭＹＫ色プリントに関する理想的なスクリーン角度として、ハーフトーンスクリーン
の角度を４５°の（ブラック）、７５°（マゼンタ）、９０°（イエロー）、及び１０５
°（シアン）とする。一実施形態では、第１のスクリーンタイプには、これらの角度に関
する割り当ても含まれている。ハーフトーンのスクリーンのＣＭＹＫ色のドットを配列し
て小さなローゼットを作り、これら複数のローゼットが共に選択した色を作り上げる。各
画素には、交互に配列して４つのハーフトーンのセルが、色ごとに１つ必要である。ＣＭ
ＹＫの各４色のドットの色は、たった４分の１の領域しかないため、１色を拡張して詰め
てプリントすることはできない。セルは模様タイルに似ているが、角度を組み合わせられ
傾斜させることができる。ハーフトーンのスクリーンと回転させるために、このセルも回
転する必要がある。
【００４８】
　したがって、第２のスクリーンタイプ（即ち、凸部）に割り当てられたセルハーフトー
ンのスクリーンを選択したＸ度回転することができる。一実施形態では、この回転する角
度は４５度でよい。したがって、凸部に関するＣＭＹＫの色をプリントするためスクリー
ン角度には、９０°（ブラック）、１２０°（マゼンタ）、１３５°（イエロー）、１５
０°（シアン）のハーフトーンのスクリーンの角度が含まれ得る。第２のスクリーンの角
度に関して用いられる異方性の度合いには、特に制限は設けられていない。しかし、セル
は傾斜しなければならないため、所与の回転では限られた数の角度の組合せしかない。角
度の組合せが使用できない場合、デフォルト動作で最も近い近似値を推定する。
【００４９】
　上述した通り、スクリーンの方向を互いに９０タンイで配置して光沢の違いを最大限に
知覚することができる。議論した実施形態では、認識可能な凸部と認識可能な凹部との間
の光沢の違いは、どの角度でも見ることができる。
【００５０】
　引き続いて図６を参照すると、Ｓ６１８で第１のハーフトーンのドットの方向のカラー
トナーの層で描写することにより、ほぼ均一な基板の上に凸部を提供する。Ｓ６２０で第
２のハーフトーンのドットの方向のカラートナーの層で描写することにより、ほぼ均一な
基板の上に凹部を提供する。将来ある実施形態においてＳ６１８とＳ６２０（及びＳ６０
６）の描写を同時に行う可能性も予期できる。質感のある凸部及び凹部を異なる光沢のパ
ターンとしてプリント画像内に生成し描写する技術を、例えば、上記の米国特許第１３／
０３１，６４６号等を参照することで本明細書に組み込んで供述する。
【００５１】
　一般に、第１のスクリーンタイプで描写される画素セルは、第１のレベルの光沢を示す
。同様に、第２のスクリーンタイプで描写される画素セルは、第２のレベルの光沢を示す
。第１のレベルの光沢と第２のレベルの光沢との差は、認識可能な質感の基板を見る角度
によって変化する。しかし、この差の大きさが一定でない場合でも、光沢の差を常に見る
ことができるよう、（回転の度合い）を選択する。この方法はＳ６１０で終了する。
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